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肉
眼
に
見
わ
る
星
の
話
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

伏

見
吉
田
源
治
郎

　
極
め
て
不
完
全
で
は
あ
り
ま
す
が
、
天
界
研
究
の
初
心
の
方
々
の
御

参
考
に
な
れ
ば
結
構
だ
ミ
考
へ
、
星
座
の
御
案
内
に
立
つ
れ
わ
け
で
す
。

私
は
主
ご
・
し
て
（
グ
タ
ー
●
マ
ク
フ
ワ
ー
ツ
ソ
茂
の
「
肉
眼
に
由
る
轡
．
際

天
爵
學
」
に
由
っ
て
本
稿
、
を
綴
り
ま
ら
六
。
（
二
珂
宋
日
…
・
－
伏
見
町
京

町
大
黒
に
て
し

　
　
　
　
審
の
星
座

　
一
星
っ
数
…
肉
眼
で
見
ね
る
星
の
数
は
一
1
尤
も
之
れ
は
土

地
の
，
…
瓶
況
、
塞
氣
の
加
減
馬
肉
眼
の
良
否
に
大
ひ
に
影
響
せ

ら
れ
る
が
l
i
約
七
千
ざ
思
へ
ば
間
違
は
な
い
。
併
し
約
孚

藪
は
常
に
地
不
線
以
下
ほ
な
っ
て
み
る
か
ら
、
時
に
見
ね
る

の
は
三
千
乃
至
四
千
弱
で
あ
る
。

　
グ
ー
ル
ド
ご
い
ふ
學
者
に
は
、
一
時
に
七
千
程
も
見
ね
控

ご
云
ひ
ま
す
が
、
除
程
眼
が
良
か
っ
だ
も
の
こ
見
ね
ま
す
。

詳
述
す
れ
ば
肉
眼
で
見
ね
る
星
は
、
⊥
ハ
等
星
ま
で
や
あ
っ
て
、

次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　六五四三ニー
総等・等等．等等等

計垂範星星星星

七　糸勺　糸勺　糸勺　系勺　糸勺　曲直

千

　
　
二
「
〇

　
　
五
　
〇

　
一
六
Q

　
五
〇
Q

　
一
七
〇
〇

　
五
〇
〇
〇

四
百
蝕

箇箇箇箇箇箇

　
實
を
云
，
へ
ば
、
地
上
の
萬
物
が
荒
峰
ご
し
た
冬
期
が
天
上

で
は
、
一
番
輝
や
か
し
い
星
座
の
現
は
る
、
時
期
で
あ
b
ま

す
。
然
し
初
春
こ
て
も
、
さ
う
見
棄
て
た
・
も
の
で
は
な
い
。

　
詩
人
テ
一
三
ン
が

　
　
輝
や
く
水
仙
が
し
ぼ
む
頃

　
　
ア
ゥ
リ
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ミ
ニ

　
　
「
駅
者
」
ミ
き
ら
め
く
「
壁
乎
」
ご
が

　
　
榮
冠
の
や
う
に

　
　
西
方
低
く

　
　
「
ナ
リ
オ
ソ
」
の
墓
場
の
上
に
■
か
＼
る

ご
歌
つ
元
の
は
三
四
月
の
頃
の
こ
ε
で
あ
る
。

　
私
憤
そ
れ
で
・
1
一
櫻
や
梅
の
花
の
美
を
無
学
は
し
な
い
が

i
l
暫
く
目
を
春
の
室
に
墨
げ
て
、
天
上
の
美
に
打
π
れ
や

．
り
o
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爾
子
星
塵
春
の
星
は
、
前
述
の
通
り
、
冬
季
に
比
べ
て
は
、

一
膿
に
光
輝
が
薄
い
上
に
、
ま
ば
ら
に
散
在
し
て
み
る
。
そ

れ
で
一
寸
初
心
の
「
星
覗
き
」
に
失
望
を
輿
へ
る
、
然
し
其

中
に
も
、
、
一
番
分
り
や
す
い
の
は
、
レ
オ
星
座
i
一
黄
道
十

二
宮
中
の
第
五
宿
1
一
で
あ
b
ま
漏
。

　
北
斗
七
星
さ
へ
知
っ
て
眠
れ
ば
。
此
星
座
を
見
出
す
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ィ
ン
タ
ア
ス

わ
け
が
な
い
。
北
斗
七
星
の
「
指
さ
し
」
星
の
一
つ
、
帥
ち

尖
端
の
大
辛
星
座
の
星
か
ら
同
じ
星
座
の
、
ラ
星
ム
星
に
一

線
を
引
き
そ
れ
を
眞
直
に
ご
こ
ま
で
も
延
ば
し
て
い
く
ご
、

圖
の
様
な
配
置
に
な
っ
た
星
座
に
出
逢
ひ
ま
す
。
こ
れ
が
獅

子
星
慈
で
す
。
尤
も
こ
ん
な
手
数
を
か
け
な
い
で
も
、
春
の

　
　
ラ

カ　
．
エ
ム
ロ
　
　
　
　
　
コ
ヌ

　
　
土
「

ゼ
＠

　
9
ガ
　
　
●
ア

㊤ア

●
テ

O
べ

座星子獅

夜
は
心
な
く
目
を
塞
に
投
げ
る
な
ら

ば
、
（
其
時
間
ご
月
に
よ
っ
て
位
置
は

違
っ
て
み
る
が
）
天
頂
の
東
か
、
西

か
、
或
は
天
頂
に
著
し
い
星
の
一
群

の
あ
る
の
を
す
ぐ
見
分
け
る
事
が
出

來
ま
せ
う
此
星
座
は
、
二
つ
の
部
分

か
ら
、
成
立
っ
て
る
ま
す
。
右
側
の
一
群
は
、
其
格
好
か
ら

し
て
、
「
鎌
」
ご
呼
ば
れ
て
ゐ
ま
す
。

左
側
の
は
、
三
つ
の
星
が
、
三
角
形
を
つ
く
っ
て
ゐ
ま
す
Q

此
二
つ
の
雷
獣
の
間
を
、
微
光
星
が
埋
め
て
ゐ
ま
す
。

　
鎌
の
部
に
は
、
六
つ
の
主
な
星
が
あ
り
ま
す
Q
鎌
の
切
尖

に
あ
た
る
所
の
、
星
が
、
此
星
坐
の
ア
星
で
別
名
を
、
レ
グ

川
ス
こ
も
呼
が
、
　
｝
等
星
中
で
は
、
影
の
薄
い
方
の
星
で
す
Q

レ
グ
ル
ス
の
距
離
は
、
三
五
●
一
光
年
で
す
。
黄
道
の
星
宿

が
始
め
て
配
管
さ
れ
π
時
、
夏
至
の
太
陽
の
位
置
が
、
丁
度

此
星
座
中
に
あ
っ
泥
も
の
だ
か
ら
、
其
理
由
で
、
此
星
座
が
、

著
名
に
な
つ
把
の
だ
さ
う
で
す
。

　
随
分
古
く
か
ら
、
レ
グ
ル
ス
は
知
ら
れ
て
ゐ
ま
し
セ
。
挨

及
の
ト
レ
ミ
ー
は
、
之
を
バ
シ
ソ
ク
ス
ご
呼
び
、
ア
ラ
ゼ
や

人
は
、
「
王
者
」
星
（
マ
リ
キ
イ
4
）
ご
名
付
け
て
ゐ
ま
し
π
。

　
古
代
ぺ
川
シ
ヤ
で
は
、
此
星
を
、
王
家
四
三
中
の
随
一
に

数
へ
て
る
ま
し
セ
。
レ
グ
ル
ス
が
、
此
榮
轡
を
荷
つ
セ
の
は
、

其
固
有
の
光
度
に
よ
っ
た
の
で
な
く
、
全
く
其
境
遇
1
一
位
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畳
が
好
か
つ
だ
お
蔭
で
あ
っ
た
の
で
し
π
。

　
一
等
星
は
、
大
方
皆
、
其
光
度
に
於
て
は
、
レ
グ
ル
ス
に

敗
け
る
も
の
は
、
　
一
つ
だ
っ
て
な
い
の
で
す
か
ら
ー
ー
。

　
ア
星
の
直
ぐ
上
は
、
工
一
星
で
す
、
こ
れ
は
三
等
星
、
其

次
が
、
ガ
星
之
は
二
等
星
で
す
。

　
此
が
星
は
、
連
星
で
す
。
望
遠
鏡
で
は
よ
く
そ
れ
が
分
り

ま
す
。
ゼ
星
は
三
等
星
で
す
。

　
鎌
の
把
手
の
所
に
位
す
る
ム
星
は
四
等
星
、
其
下
の
エ
．
星

は
三
等
星
で
す
。
寒
星
の
右
側
に
あ
る
の
は
、
ラ
星
で
此
は

五
等
星
で
す
。

　
ゼ
星
の
南
西
の
一
黙
は
、
昔
か
ら
天
交
隠
者
の
注
意
を
惹

い
て
み
る
所
で
す
。
此
所
か
ら
毎
年
十
一
月
中
旬
に
、
流
星

が
出
現
し
ま
す
。
殊
に
、
三
十
三
年
目
毎
に
は
、
霧
だ
し
く

雨
の
や
う
に
流
星
が
降
り
ま
す
。
　
（
天
界
第
一
巻
第
三
號
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
カ
ご
　
ツ
ヅ

ニ
ペ
ー
ジ
墾
照
）
帥
ち
此
所
が
、
獅
子
座
流
星
群
の
輻
射
鐵

で
あ
り
ま
す
。

　
「
鎌
」
の
左
側
に
、
直
角
三
角
形
を
つ
く
っ
て
み
る
の
は
デ
、

テ
、
べ
の
三
星
で
す
、
昌
星
は
丁
度
、
直
角
三
角
形
の
座
鮎
に

な
っ
て
ゐ
ま
す
。

　
べ
星
は
、
二
等
星
で
、
し
ば
ぐ
ア
ラ
ビ
ヤ
名
で
、
デ
ネ

ボ
う
ど
呼
ば
れ
る
こ
ご
が
あ
り
ま
す
。

　
テ
星
は
三
等
星
、
三
星
は
二
等
星
で
す
。

双
眼
鏡
で
覗
く
ご
、
べ
星
の
周
回
を
い
く
つ
か
の
微
光
星
が

取
巻
，
い
て
る
る
の
が
見
ね
ま
す
。

　
西
女
星
座
春
塞
の
星
座
で
、
レ
オ
に
次
い
で
尤
義
著
し
い

の
は
、
乙
女
座
で
す
。
乙
女
星
座
は
、
レ
オ
の
左
側
の
下
部

に
あ
る
、
大
き
な
星
の
一
群
で
す
。
英
字
の
Y
が
斜
に
な
っ

て
み
る
や
う
な
形
に
、
星
が
配
列
さ
れ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
容

易
く
見
分
け
が
っ
き
ま
す
。
Y
の
幹
は
、
ア
星
（
別
名
ス
パ

ィ
カ
）
ご
三
星
ご
が
形
つ
く
っ
て
ゐ
ま
す
。
置
彗
星
ご
べ
星

ご
が
、
右
の
腕
、
子
星
ご
美
星
ご
が
左
の
腕
こ
な
っ
て
ゐ
ま

す
。
乙
女
座
の
附
近
に
、
輝
星
が
少
い
の
こ
、
割
合
に
、
此

星
座
の
各
星
が
、
輝
い
て
み
る
の
こ
で
、
目
に
付
き
や
す
い
。

　
Y
の
底
部
の
星
帥
ち
、
ス
バ
ィ
カ
は
、
此
面
座
中
の
最
も

光
輝
の
強
い
星
で
す
。
ス
パ
ィ
カ
は
、
一
等
星
で
、
其
色
は
，
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青
自
色
で
す
。
肉
眼
で
は
、
唯
よ
く
光
っ
て
み
る
ご
装
甲
か
、

別
に
氣
附
き
ま
せ
ん
が
、
實
は
、
恒
星
は
、
望
遠
鏡
で
覗
い

て
も
、
匠
別
の
つ
か
ぬ
位
概
に
接
近
し
て
み
る
蓮
星
な
の
で

す
。
分
光
器
で
調
べ
る
ご
．
、
此
ス
パ
ィ
カ
に
は
、
　
一
つ
の
暗

黒
星
の
導
者
が
あ
る
こ
ご
が
分
り
ま
す
。
此
酒
豪
は
、
六
千
五

百
萬
哩
の
間
隔
を
保
っ
て
、
一
秒
間
に
五
十
七
哩
の
速
力
で
、

互
に
共
同
の
中
心
を
四
日
を
週
期
こ
し
て
一
際
し
・
て
る
る
の

で
す
。
三
星
を
合
せ
て
、
我
々
の
太
陽
の
一
、
一
倍
一
位
の
大
き

さ
で
す
。
・
面
れ
は
太
陽
系
で
は
見
ら
れ
な
い
現
象
で
す
Q
二

星
の
お
互
が
同
等
の
大
き
さ
な
の
で
す
か
ら
、
一
方
が
他
方

を
回
轄
す
る
わ
け
に
行
か
な
い
の
で
、
共
同
の
中
心
を
回
縛

し
て
み
る
わ
け
な
の
で
す
。

　
　
の
べ

　
　
¢
エ
【

　
　
　
　
　
　
　
乙

　
　
　
o
ガ

。
エ
　
。
デ
　
　
　
　
　
星

　
　
　
　
　
㊤
ア

　
　
　
　
　
　
　
座

㊤
ゼ

　
Y
字
の
腕
の
附
け
根
の
所
の
が

三
等
星
の
力
星
で
す
。
此
は
、
肩

名
な
連
星
で
す
。
望
遠
鏡
で
見
る

ご
、
三
秒
か
四
秒
位
離
れ
て
み
る

の
が
分
り
ま
す
。
光
の
弱
い
方
の

基
鳳
、
其
回
轄
に
百
八
十
五
年
を
費
す
ご
の
こ
ご
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
ヌ
ス
パ
イ
か
ご
は
型
の
異
つ
憂
欝
星
の
一
例
で

す
。　
Y
字
の
爾
腕
ざ
な
っ
て
み
る
四
星
一
一
デ
、
鑑
、
鑑
一
、

べ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
各
ル
が
、
三
等
星
で
あ
る
こ
い
ふ
外

格
別
に
、
記
載
す
る
事
柄
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
つ
記
憶
す
べ
き
ぼ
、
此
Y
の
爾
腕
ご
、
獅
子
座
の
べ
星

こ
の
中
間
の
匿
域
が
、
天
の
河
の
極
で
あ
右
ご
云
ふ
こ
ご
で

す
。
帥
ち
天
界
の
此
領
域
が
、
天
の
河
か
ら
の
最
遠
の
箇
所

で
あ
な
ご
の
こ
ご
で
す
。
若
し
も
、
天
界
を
一
つ
の
球
に
讐

へ
ま
す
な
ら
ば
、
そ
し
て
天
の
河
を
地
球
の
赤
道
に
な
ぞ
ら

へ
ま
す
な
ら
ば
、
此
部
分
は
、
其
北
極
を
含
む
こ
ざ
に
な
り

ま
す
。
で
、
天
界
の
此
癌
域
は
尤
も
星
の
稀
な
部
分
で
あ
り

ま
す
。

　
　
天
文
遇
意

　
　
　
　
　
一
戸
　
渡
　
邊
　
　
定

物
干
に
上
り
て
月
ご
星
見
れ
ば

　
　
　
少
．
し
は
近
く
思
は
れ
て
髭

助


